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計
画
の
方
針 

　
こ
の
計
画
の
目
標
は
、
合
併
後
の

新
市
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く

た
め
に
策
定
さ
れ
た
「
新
市
建
設
計

画
」
の
新
市
の
将
来
像
「
自
然
の
恵

み
が
人
と
地
域
を
育
み
　
市
民
み
ん

な
で
創
る
　
心
豊
か
な
北
の
都
（
ま

ち
）
」
を
目
標
と
し
て
各
種
施
策
を

展
開
し
、
地
域
の
振
興
を
図
る
こ
と

に
あ
り
ま
す
。 

５
年
間
の
事
業
計
画 

　
本
計
画
は
９
つ
の
施
策
区
分
で
構

成
さ
れ
、
全
体
で
１
６
８
事
業
、
概

算
事
業
費
で
約
３
０
０
億
７
０
０
０

万
円
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
計
画

に
登
載
さ
れ
た
事
業
の
実
施
に
あ
た

っ
て
は
、
現
在
策
定
を
進
め
て
い
る

総
合
計
画
を
重
視
し
、
さ
ら
に
整
合

性
、
必
要
性
な
ど
を
検
討
し
、
事
業

を
厳
選
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
こ

の
計
画
の
中
か
ら
、
過
疎
対
策
事
業

債
を
適
用
す
る
事
業
の
選
定
を
し
て

い
き
ま
す
。 

  
【
産
業
の
振
興
】
　 

　
農
業
振
興
に
つ
い
て
は
、
安
全
で

良
質
な
食
糧
の
安
定
生
産
を
基
本

に
、
国
際
環
境
に
対
応
で
き
る
体
質

の
強
い
農
業
の
展
開
を
図
る
た
め
、

農
業
者
、
関
係
機
関
・
団
体
が
一
体

と
な
っ
て
、
農
業
経
営
の
確
立
に
努

め
ま
す
。 

　
商
業
の
発
展
に
向
け
て
は
、
旧
市

町
で
策
定
さ
れ
た
「
中
心
市
街
地
活

性
化
基
本
計
画
」
に
基
づ
き
、
Ｔ
Ｍ

Ｏ
な
ど
関
係
機
関
・
団
体
と
一
体
と

な
っ
て
、
魅
力
あ
る
商
店
街
づ
く
り

な
ど
商
業
の
活
性
化
に
努
め
ま
す
。 

　
観
光
振
興
で
は
、
地
域
の
特
性
を

活
か
し
た
各
種
イ
ベ
ン
ト
、
観
光
Ｐ

Ｒ
活
動
、
自
然
体
験
型
観
光
の
企
画

な
ど
を
各
関
係
機
関
と
連
携
し
て
進

め
ま
す
。 

【
交
通
通
信
体
系
の
整
備
、
情
報
化

及
び
地
域
間
交
流
の
促
進
】 

　
市
民
生
活
に
密
着
し
た
道
路
・
橋

梁
は
、
計
画
的
な
整
備
を
進
め
る
と

と
も
に
、
防
災
や
景
観
に
も
配
慮
し

た
機
能
的
で
利
便
性
の
高
い
路
線
と

し
て
い
き
ま
す
。 

　
姉
妹
都
市
、
友
好
都
市
と
の
交
流

を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
、
生
活
習
慣
や

文
化
・
風
土
の
異
な
る
国
や
地
域
と

の
交
流
を
進
め
ま
す
。 

【
生
活
環
境
の
整
備
】 

　
安
全
で
良
質
な
水
を
将
来
に
わ
た

っ
て
安
定
供
給
す
る
た
め
、
水
道
施

設
に
つ
い
て
、
老
朽
化
の
状
況
や
耐

震
性
、
災
害
時
へ
の
対
応
、
未
普
及

区
域
の
解
消
等
を
図
る
た
め
、
計
画

的
に
整
備
を
進
め
ま
す
。 

　
廃
棄
物
対
策
に
つ
い
て
は
、
市

民
、
事
業
者
、
行
政
が
協
働
し
、
現

行
の
分
別
・
減
量
化
・
資
源
化
を
推

進
し
、
さ
ら
に
３
Ｒ
（
リ
デ
ュ
ー
ス

＝
発
生
抑
制
、
リ
ユ
ー
ス
＝
再
使
用
、

リ
サ
イ
ク
ル
＝
再
生
使
用
）
運
動
を

促
進
し
総
合
的
な
ご
み
対
策
を
進
め

ま
す
。 

 

■過疎地域自立促進市町村計画 

【
財
政
上
の
特
例
】 

　
過
疎
地
域
の
指
定
を
受
け
た
市

町
村
が
過
疎
計
画
に
基
づ
き
行
う

事
業
に
つ
い
て
は
、
「
過
疎
対
策

事
業
債
」
を
そ
の
事
業
の
財
源
と

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

《
過
疎
対
策
事
業
債
》
　 

①
事
業
費
の
95
％
を
過
疎
債
で 

　
充
当
で
き
ま
す
。
　 

②
元
利
償
還
額
の
70
％
が
交
付
税

　
に
算
入
さ
れ
、
市
町
村
の
財
源

　
と
な
り
ま
す
。 

 

　
名
寄
市
は
本
年
３
月
27
日
の
合
併
と
同
時
に
、
あ
ら
た
め
て

過
疎
地
域
市
町
村
と
し
て
公
示
さ
れ
ま
し
た
。 

　
過
疎
地
域
市
町
村
は
、
過
疎
か
ら
自
立
・
脱
却
す
る
た
め
の

「
過
疎
地
域
自
立
促
進
市
町
村
計
画
」
（
平
成
17
年
度
〜
平
成

21
年
度
の
５
ヵ
年
間
）
を
策
定
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
に
取
り

組
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。
合
併
に
よ
り
旧
風
連
町
と
旧
名
寄
市

の
計
画
を
基
本
に
、
新
た
に
過
疎
地
域
自
立
促
進
市
町
村
計
画

を
策
定
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
今
回
、
市
議
会
の
議
決
を

経
て
「
名
寄
市
過
疎
地
域
自
立
促
進
市
町
村
計
画
」
を
策
定
し

ま
し
た
の
で
、
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

ー
名
寄
市
過
疎
地
域
自
立
促
進
市
町
村
計
画
ー 

道営経営体育成基盤整備事業 
道営畑地帯総合整備事業 
市有林造林事業 
複合交流施設整備事業 
 
 
中心市街地活性化事業　風連地区 
 
 
ピヤシリスキー場整備事業 
道の駅整備事業 
19線道路整備事業 
東風連線智烈布橋橋りょう整備 
農道整備特別対策事業（大沢線） 
姉妹都市・友好都市交流事業 
上水道第２期拡張事業 
公共下水道事業 
塵芥収集車両等整備事業 
 
 
消防団総合整備事業 
 
 
公営住宅等整備事業 
市立総合病院施設整備事業 
風連中学校（中央小）校舎・屋体改築 

北海道 
北海道 
名寄市 
名寄市・TMO 
名寄市・再開発 
組合 
名寄市 
名寄市 
名寄市 
名寄市 
名寄市 
名寄市 
名寄市 
名寄市 
名寄市 
上川北部消防 
事務組合 
名寄市 
名寄市 
名寄市 

529,057 
110,477 
171,070 
1,000,000 

 
822,880 

 
 

132,540 
328,755 
155,500 
219,680 
81,894 
23,467 

1,579,620 
3,084,005 
58,500 

 
200,2000 

 
 

2,013,909 
329,500 
1,541,000

★農業用用排水、暗きょ水など 
★暗きょ排水、農業用排水施設など 
　植林、下刈、除間伐など 
★実施設計、施設整備 
 
 
★多目的ホール整備など 
 
 
★圧雪車更新、リフト施設補修など 
★道の駅整備 
★改良 L＝540m、舗装 L＝700m 
★L＝400m 
★舗装改良 
　杉並区、鶴岡市との都市交流 
　浄水・配水施設工事など 
★整備面積18ha、処理場機器更新など 
　塵芥収集車、パトロールなど 
 
 
★消防団拠点施設、訓練塔建設 
 
 
　北斗・新北斗団地、西町団地建替 
　救急救命センター設置など 
　設計、本工事、グラウンド整備 
　★は過疎債適用（予定）事業 

過疎地域自立促進市町村計画の主な事業 
事　　業　　名 事業主体 概算事業費 備　　　　　考 

（単位：千円） 



【
高
齢
者
等
の
保
健
及
び 

福
祉
の
向
上
及
び
増
進
】 

　
高
齢
者
が
可
能
な
限
り
住
み
慣
れ

た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る

こ
と
が
出
来
る
よ
う
在
宅
福
祉
サ
ー

ビ
ス
を
充
実
す
る
と
と
も
に
、
在
宅

で
の
生
活
が
困
難
な
場
合
に
は
、
適

切
な
施
設
が
利
用
で
き
る
よ
う
施
設

整
備
を
図
り
ま
す
。 

　
子
ど
も
が
心
身
と
も
に
健
や
か
に

成
長
で
き
る
よ
う
、
保
育
環
境
の
整

備
を
は
じ
め
、
子
ど
も
を
取
り
巻
く

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
の
早
期
解
決
に

向
け
て
、
相
談
・
指
導
体
制
の
充
実

を
図
る
な
ど
、
総
合
的
か
つ
計
画
的

な
児
童
福
祉
の
推
進
に
努
め
ま
す
。 

【
医
療
の
確
保
】 

　
市
民
を
は
じ
め
と
す
る
圏
域
住
民

が
、
い
つ
で
も
、
最
良
の
医
療
を
直

ち
に
受
け
ら
れ
る
こ
と
を
願
い
「
安 

                

心
し
て
暮
ら
せ
る
医
療
供
給
体
制
」

の
構
築
を
め
ざ
し
ま
す
。 

【
教
育
の
振
興
】 

　
学
校
教
育
に
つ
い
て
は
、
地
域
に

根
ざ
し
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
を
め

ざ
し
て
、
教
育
課
程
の
効
果
的
な
編

成
・
実
施
と
児
童
生
徒
に
個
々
に
対

す
る
適
切
な
評
価
に
努
め
ま
す
。 

　
学
校
教
育
施
設
、社
会
教
育
施
設
、

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
施
設
を
は
じ
め
と

す
る
生
涯
学
習
関
連
施
設
の
整
備
充

実
を
図
り
ま
す
。 

【
地
域
文
化
の
振
興
等
】 

　
地
域
の
歴
史
や
風
土
に
根
ざ
し
た

市
民
文
化
の
創
造
と
芸
術
・
文
化
活

動
の
振
興
を
図
り
ま
す
。
地
域
の
芸

術
・
文
化
活
動
の
担
い
手
で
あ
る
文

化
団
体
等
の
育
成
に
努
め
、
そ
の
自

主
的
な
諸
活
動
に
対
し
て
支
援
し
ま

す
。 

【
集
落
の
整
備
】 

　
集
落
に
お
け
る
活
動
の
基
本
で
あ

る
町
内
会
活
動
に
対
し
、
町
内
会
連

合
会
と
協
力
し
て
積
極
的
に
支
援
し

て
い
き
ま
す
。 

【
そ
の
他
地
域
の
自
立
促
進
に
関
し

必
要
な
事
項
】 

「
東
京
な
よ
ろ
会
」「
札
幌
風
連
会
」

な
ど
の
「
ふ
る
さ
と
会
」
の
活
動
を

積
極
的
に
支
援
し
ま
す
。 

「
な
よ
ろ
健
康
の
森
」
「
ふ
う
れ
ん

望
湖
台
自
然
公
園
」な
ど
を
活
用
し
、

交
流
人
口
の
拡
大
を
図
り
ま
す
。
ま

た
、
大
学
を
中
心
と
し
た
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
し
ま
す
。 

 

　
　
　
　
　
　
旧
名
寄
市
に
お
い

　
　
　
　
　
て
、
冬
に
親
し
み
冬

　
　
　
　
　
を
楽
し
く
暮
ら
す
こ

　
　
　
　
　
と
を
目
的
に
、
日
本

　
　
　
　
　
で
も
類
を
見
な
い
ユ

　
　
　
　
　
ニ
ー
ク
な
条
例
と
し

　
　
　
　
　
て
「
名
寄
の
冬
を
楽

　
　
　
　
　
し
く
暮
ら
す
条
例
」

　
　
　
　
　
が
制
定
さ
れ
、
名
寄

　
　
　
　
　
市
利
雪
親
雪
推
進
市

　
　
　
　
　
民
委
員
会
を
先
頭
に

　
　
　
　
　
市
民
が
一
体
と
な
っ

　
　
　
　
　
て
様
々
な
利
雪
・
親

　
　
　
　
　
雪
事
業
が
行
わ
れ
て

　
　
　
　
　
き
ま
し
た
。 

　
　
　
　
　
　
新
「
名
寄
市
」
誕

　
　
　
　
　
生
に
伴
い
、
本
条
例

　
　
　
　
　
が
失
効
し
た
た
め
、

　
　
　
　
　
市
民
代
表
の
検
討
委

員
会
を
設
置
し
、
新
市
で
の
利
雪

親
雪
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
を

行
い
ま
し
た
。 

　
新
条
例
は
、
旧
条
例
の
理
念
を

継
承
し
つ
つ
、
新
し
い
時
代
に
適

し
た
条
例
内
容
を
整
理
し
、
市
民

と
行
政
の
冬
に
対
す
る
責
務
並
び

に
利
雪
親
雪
推
進
市
民
委
員
会
の

任
務
を
明
確
に
示
し
ま
し
た
。 

　
名
寄
の
冬
を
も
っ
と
楽
し
く
、

よ
り
快
適
に
暮
ら
す
た
め
に
も
市

民
の
皆
様
方
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。 

●
問
い
合
わ
せ  

市
役
所
名
寄
庁

　
舎
３
階
地
域
振
興
課 

　
電
話
０
１
６
５
４
③
２
１
１
１ 

　
内
線
３
３
１
１
・
３
３
１
２ 

■過疎地域自立促進市町村計画・名寄の冬を楽しく暮らす条例 

名寄の冬を楽しく暮らす条例が 
新たに制定されました 

　名寄の冬を楽しく暮らす条例 
（前文）氷点下３０度のしばれ、青空に映えてきらきら輝く樹氷、厳寒の
朝夕に姿を現すサンピラー、このような自然環境の中で、私たち名寄市民
は真っ白い雪像がならぶ街並みをつくるなど、北国特有の生活と文化を創
りだしてきました。 
  しかし、雪や寒さとの付き合いは、いまだ必ずしも十分とはいえません。
私たちは「名寄の冬をもっと楽しく、より快適に暮らすこと」を願ってい
ます。 
　私たちは、一人ひとりの創意と工夫、責任と役割により、雪が多く寒い
気候・風土に適した、名寄らしい魅力のある生活環境と文化の創造に努め、
より快適で楽しく暮らせるまちづくりをすすめるために、この条例を制定
します。 
（目的） 
第１条　この条例は、市と市民が互いに協力し、一体となって冬に強いま
　ちづくりをすすめ、快適な市民生活と、雪や寒さを活かして、冬の生活
　をより暮らしやすく、楽しいものにすることを目的とします。 
（市の責務） 
第２条　市は、この条例の目的を達成するため、庁内組織を設置し、次の
　項目について取り組みます。 
（１） 冬の快適な生活空間の確保に努めます。  
（２） 冬に強い住宅の普及に努めます。  
（３） 北国の冬を楽しく、暖かくすごす衣生活の普及に努めます。  
（４） 冬の環境を活かした豊かで楽しい食文化の普及に努めます。  
（５） スキー、カーリング等の冬のスポーツ及びレクリエーション、それ
　に関わるイベントの振興を図ります。  
（６） 名寄らしい冬の生活文化の創造に努めます。  
（７） 雪や寒さを活かした産業の振興を図ります。  
２　市は、前項の実施にあたり高齢者や障害者などに配慮するとともに、
　市民が自主的に実施する雪と寒さ対策について適切な支援と調整を行い
　ます。 

（市民の役割） 
第３条　市民は、冬に親しみ、冬を楽しむ暮らしづくりと快適な冬の生活
　環境づくりのため、創意と意欲をもって、次の項目について積極的に取
　り組みます。 
（１） 冬の生活空間の確保のため、除・排雪に協力するよう努めます。
（２）雪処理、落雪等に対しては、互助協力の意識をもって、北国の生活
　　マナーを守ります。 
（３）北国の冬にふさわしい暖かく、楽しい装いに創意工夫します。   
（４）冬の環境を活かし、豊かな地場産物を利用した北国の食文化づくり
　　をすすめます。 
（５）冬の生活が快適になる住まいづくりをすすめます。 
（６）冬の生活をいきいきと過ごすため、スキー、カーリング等の冬のス
　　ポーツ活動に参加します。 
（７）冬の生活が楽しいものとなるようアウトドア行事をはじめ、冬のレ
　　クリエーション、イベントなどを創意工夫し、参加します。 
（８）冬の自然環境を活かした芸術文化活動をすすめます。               
（利雪親雪推進市民委員会） 
第４条　この条例を積極的に推進するために、名寄市利雪親雪推進市民委
　　員会（以下「市民委員会」という。）を置き、市民委員会は次の項目
　　の提言等に取り組みます。 
（１）雪と寒さに強いまちづくりの推進に関すること。 
（２）雪と寒さに親しむ暮らしづくりの推進に関すること。 
（３）その他必要と認められる事項に関すること。 
（推賞） 
第５条　市は、市民や団体が他の模範となる利雪、親雪に関わる活動に対し、市
　　民委員会に諮って「名寄市ホワイトマスター」の称を贈り、推賞します。 
（委任事項） 
第６条　この条例の施行に関し、必要な事項は、市長が別に定めます。 
         附　則  
　この条例は、公布の日から施行します。 

３　平成18年10月号 

上空から望む日進健康の森周辺と市街地 


